
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食事は病気を作ることも病気を治すこともできる」。これは病院に勤務する管理栄養士から聞いた 

言葉です。管理栄養士は、入院している患者に対し、食事を通して治療をサポートする食事管理のエキスパート 

です。人の命と毎日向き合っている者から出た言葉には重みがあります。 

   さて、昨年６月に国から「経済財政運営と改革の基本方針２０２３（骨太の方針２０２３）」が示されました。 

その中の「質の高い公教育の再生等」の項目に、「学校において栄養教諭を中核とした食育を推進する」という 

一文が明記されました。健康教育を推進し、食の自己管理能力を義務教育の９年間で身に付けさせたいという国の 

願いです。学校給食は将来の子供たちの健康を守る予防医療としての役目も担っています。来年度もふじみ野市の 

子供たちが生涯にわたり健康で過ごすための手立てを給食・授業を通して伝えていきたいと考えています。 

 

 日ごとにふくらみ始める草木の芽に「春」の足音を感じます。 

 この１年間、「食育だより かめかめハー」をご覧いただき、ありがとうございました。 

「健康はバランスのとれた食生活から」をモットーに、「食事の重要性」や「健康」、「生活習慣」について

お知らせしてきましたが、日々の生活に役立てていただけましたでしょうか？ 

子供たちもこの１年間で心も体も大きく成長しました。３月は、卒業、進級に向けての準備の月でもありま

す。やり残したことがないように新年度を迎えてほしいものです。 

「人間の体は食べ物がもとになって作られている」「私たち人間は、動植物の命をいただいて自分の命をつ

ないでいる」・・・これらは「食」の基本で、決して忘れてはならないことですが、意識して毎日の食生活を

送ることができたでしょうか。 

ご家族の方も含め、自分なりにこの１年間の食習慣についても振り返ってみてください。 

子供時代の食習慣が将来の健康を左右します。 

食べることは、身体を成長させ、健康を保つ大切 

な働きがあります。また、心も豊かにしてくれます。 

子供は、常に、大人と同じことができるようになり 

たいという欲求があります。行動に移すことで、意 

欲のある子供になります。 

 毎日、３回の食事は、大人と同じことができる自 

己表現の機会です。 

 ぜひ、家族みんなで、食事をする機会を増やし、 

楽しく団らんしましょう。 


